
～平成28年度教育費予算の内訳～

教育総務費　３億9,189万円２千円
　教育委員会とその事務局、小・中学校の教育指導に要する経費
小学校費　５億9,456万円８千円
　学校の運営、学校施設の整備に要する経費
中学校費　５億5,497万円９千円
　 学校の運営、学校施設の整備に要する経費
学校給食費　２億7,375万円２千円
　小学校給食の調理及び設備、ランチルームの運営に要する経費
社会教育費　６億7,764万円
　 公民館、市民会館、図書館、プチギャラリー、茶室の運営
や、青少年の健全育成、文化財保護などに要する経費

保健体育費　２億9,482万円６千円
　 体育館及び屋外体育施設の管理、スポーツの推進事業に要す
る経費
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育
委
員
会
方
針

平成28年度福生
市一般会計予算
248億8,000万円
が３月の市議会定
例会で議決されま
した。そのうち教
育費は11.2％の
27億8,765万７千
円の予算額となり
ました。

平成28年度実施計画から主な取組を紹介します平成28年度実施計画から主な取組を紹介します

　

平
成
28
年
第
１
回
市
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
川
越
教
育
長

が
、
教
育
委
員
会
が
取
り
組
む

施
策
に
つ
い
て
基
本
的
な
考
え

を
述
べ
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

現
在
、
社
会
経
済
の
あ
ら
ゆ

る
面
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り

ま
す
が
、
新
た
な
未
来
を
切
り

拓
い
て
い
く
の
は
、
最
終
的
に

は
人
の
知
識
、
知
恵
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
教
育
の
役
割
は

益
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
生
市
に
お
い
て
も
市
民
一

人
ひ
と
り
が
、
潜
在
的
な
力
を

最
大
限
に
発
揮
し
、
幸
福
を
実

感
し
、
次
世
代
へ
と
引
き
継
ぐ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

基
本
方
針
1
「
子
ど
も
た
ち

の
『
生
き
る
力
』
の
育
成
」
で

は
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
成
長
を
目
指
し
、
教
育

活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

知
・
徳
・
体
の
知
で
は
、
自

国
の
文
化
理
解
と
国
語
教
育
の

推
進
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社

会
の
中
で
活
躍
で
き
る
力
を
育

て
る
た
め
、
英
語
教
育
を
推
進

し
ま
す
。
小
学
校
第
六
学
年
と

中
学
校
第
三
学
年
の
児
童
・
生

徒
を
対
象
と
し
て
、
公
費
に
よ

る
英
語
検
定
の
受
験
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
一
年
生
か

ら
の
英
語
活
動
を
開
始
す
る
と

と
も
に
、
小
学
校
高
学
年
の
英

語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
に
は
、
福
生

第
七
小
学
校
に
「
こ
と
ば
の
教

室
」、福
生
第
二
中
学
校
に
「
日

本
語
学
級
」
を
設
置
し
、
平
成

29
年
度
４
月
に
は
小
学
校
全
校

に
「
特
別
支
援
教
室
」
の
設
置

を
目
指
し
ま
す
。
特
別
支
援
教

育
推
進
第
三
次
計
画
は
、
計
画

ど
お
り
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
人
権
教
育
の
推
進

と
、
い
じ
め
を
生
ま
な
い
、
許

さ
な
い
指
導
の
徹
底
と
共
に
、

い
じ
め
防
止
サ
ミ
ッ
ト
「
い
じ

め
を
許
さ
な
い
ま
ち　

ふ
っ

さ
っ
子
宣
言
」を
実
行
し
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
主
体
性
を
促

し
、
ふ
っ
さ
っ
子
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
の
定
着
と
共
に
進
め
て
参
り

ま
す
。

　

知
・
徳
・
体
の
徳
、
道
徳
教

育
に
つ
い
て
は
、
現
在
実
施
し

て
い
る
「
道
徳
の
時
間
」
を
教

科
化
し
、「
特
別
の
教
科　

道

徳
」
と
し
て
、
平
成
28
年
４
月

か
ら
完
全
実
施
に
向
け
た
先
行

的
取
組
を
行
い
ま
す
。

　

知
・
徳
・
体
の
体
、
健
や
か

な
体
を
育
成
す
る
た
め
、「
体

力
向
上
推
進
委
員
会
」
を
新
た

に
設
置
し
、
小
・
中
学
生
の
総

合
的
な
体
力
向
上
策
で
あ
る

「
福
生
市
立
学
校
の
体
力
向
上

策
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
市
内
小
・

中
学
校
全
校
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
推

進
指
定
校
と
な
り
、
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

て
、
お
も
て
な
し
の
心
の
育
成

等
、
日
本
や
地
域
の
文
化
、
郷

土
を
愛
す
る
心
を
育
む
取
組
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

基
本
方
針
２
「
信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り
の
推
進
」
で
は
、

保
護
者
、
地
域
住
民
等
の
声
を

学
校
運
営
に
直
接
反
映
さ
せ
、

よ
り
良
い
学
校
を
作
り
上
げ
て

い
く
た
め
、
福
生
第
四
小
学
校

を
平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
、

西
多
摩
地
区
初
と
な
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
指
定
し

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
９
月
に
開

設
予
定
の
防
災
食
育
セ
ン
タ
ー

整
備
工
事
と
、
小
・
中
学
校
の

給
食
の
受
入
れ
態
勢
の
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
の
安
全
対
策
と

し
て
、
市
民
の
皆
様
に
御
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
通
学
路

の
見
守
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
を
行
い
ま
す
。

　

基
本
方
針
３
「
生
涯
学
習
社

会
の
推
進
」
で
は
、
歴
史
・
文

化
遺
産
の
保
全
と
継
承
の
観
点

か
ら
、
国
登
録
有
形
文
化
財
の

旧
ヤ
マ
ジ
ュ
ウ
田
村
家
住
宅
の

一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
関
し
て

は
、
全
国
規
模
の
大
会
、
さ
ら

に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
も
出
場
で
き
る
よ

う
な
選
手
の
発
掘
・
育
成
を
目

指
し
、
福
生
市
体
育
協
会
と
と

も
に
技
術
向
上
の
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

公
民
館
に
お
い
て
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
解
決
を
図
る
講

座
の
実
施
や
、
市
民
の
方
々
を

対
象
に
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業
も

行
い
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
、「
第
３
次
福

生
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
」
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
読

書
活
動
の
更
な
る
充
実
に
取
り

組
み
、
さ
ら
に
、
地
域
資
料
電

子
化
も
進
め
ま
す
。

　

青
少
年
海
外
派
遣
事
業
に
つ

い
て
は
、
時
代
の
変
化
と
と
も

に
、
語
学
力
や
国
際
理
解
・
感

覚
を
磨
く
機
会
が
格
段
に
増
え

て
き
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
安

全
面
の
観
点
か
ら
事
業
の
見
直

し
を
行
う
た
め
、
平
成
28
年
度

は
休
止
し
、
平
成
29
年
度
か
ら

安
全
性
に
も
配
慮
し
、
よ
り
多

く
の
児
童
・
生
徒
が
参
加
で
き

る
よ
う
、
本
事
業
の
目
的
に
沿

う
べ
く
準
備
を
進
め
て
参
り
ま

す
。

　

基
本
方
針
４
「
地
域
の
教
育

力
の
向
上
」
で
は
、「
ふ
っ
さ
っ

子
の
広
場
」
事
業
と
、
子
ど
も

家
庭
部
が
所
管
す
る
「
学
童
ク

ラ
ブ
」事
業
を
密
接
に
連
携
し
、

総
合
的
な
放
課
後
対
策
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
健
や
か
に
育
ん
で
い
く

た
め
、
子
ど
も
へ
の
教
育
を
子

ど
も
本
人
任
せ
、保
護
者
任
せ
、

行
政
や
学
校
任
せ
に
せ
ず
、
地

域
社
会
総
が
か
り
で
取
り
組
め

る
よ
う
事
業
の
促
進
に
努
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
教
育

に
つ
い
て
の
不
安
や
悩
み
を
持

つ
保
護
者
に
は
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
教
育
、
福
祉
、
医
療

の
総
合
的
な
面
か
ら
支
援
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

福
生
市
の
子
ど
も
た
ち
を
始

め
市
民
の
皆
様
が
、「
こ
の
ま

ち
が
好
き
、
夢
か
な
う
ま
ち
福

生
」
を
実
感
で
き
ま
す
よ
う
、

地
域
の
皆
様
と
共
に
各
施
策
を

展
開
し
て
参
り
ま
す
。

子どもたちの「生きる力」の育成
・「ことば」に課題がある児童に指導を行うた
め、福生第七小学校に言語障害通級指導学
級を新規開設します。（予算額2,688千円）
・日本語の習得が必要な生徒に指導を行うた
め、福生第二中学校に日本語学級を設置し
ます。（予算額727千円）
・中学校全校にALT（外国人指導助手）を常
駐させるとともに、小学校にもALTを派遣
し、外国語に触れる機会を増やします。（予
算額18,663千円）
・小・中学校の英語教育の推進のため、実用
英語技能検定を中学３年生に３級、小学６
年生に５級の受験を公費で実施します。（予
算額1,720千円）
・オーケストラ鑑賞教室を実施し、生演奏に
接することにより、児童・生徒の情操を高め
ます。（予算額1,782千円）

地域の教育力の向上
・就学前の幼児を対象としたすいせん図書リス
トを作成し、配布します。
・「ふっさっ子スタンダード」を活用し、適切な情
報提供等により家庭教育の推進を図ります。

信頼される学校づくりの推進
・保護者や地域住民の方々が学校運営に参加
するコミュニティ・スクールに、福生第四小
学校を指定します。
・災害発生時、児童・生徒の安全確保と避難
所としての機能確保のため、第四小学校・第
五小学校・第二中学校・第三中学校の体育
館の非構造部材落下防止対策を行います。
（予算額341,486千円）

生涯学習社会の推進
・保存と公開を目的として、地域資料を電子化
します。（予算額341千円）
・国登録有形文化財（建造物）の旧ヤマジュ
ウ田村家住宅を一般公開します。（予算額
12,647千円）
・四五都市連絡協議会の３市（守山市、登別
市、福生市）における、スポーツの交流大会
を登別市で行います。（予算額1,250千円）
・中央図書館で提供している無線ＬＡＮイン
ターネットサービスの無料利用時間を、１日
２回（各15分）から、１日４回（各60分）に
延長します。（予算額83千円）
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